
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 ２０１３年１０月１３日             NO,３７２ 

 

 高崎市から新潟県長 

岡市までを結ぶ、上越 

線の計画は明治１２年 

（１８７９）に民間人 

によって計画が持ち上 

がりましたが、実現に 

はいたりませんでした。 

 日露戦争後さらなる 

大陸への進出をすすめ 

るという軍事上の必要性から、大正６年（１９１７）に政府

が建設に踏み切り、沼田市まで開通したのが大正１３年（１

９２４）、全線が開通したのは昭和６年（１９３１）でした。 

 沼田駅は大正１３年（１９２４）３月３１日に開業し、現

在の駅舎は、当時建て

られたものです。 

                  温湯川は、沼田西中

の前を流れる川で、水

もきれいで、水草が流

れに揺れています。 

                  夏には、ほたるの鑑

賞会もおこなわれたり

しています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
厚
生
労
働
省
が
、
来
年
の
通
常
国
会
に
提
出
を
ね
ら
う
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
サ
ー

ビ
ス
利
用
を
き
び
し
く
制
限
す
る
な
ど
国
民
に
負
担
を
強
い
る
、
介
護
保
険
の
改
悪
法
案
の
具
体
化
を
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
ま
す
が
、
介
護
保
険
を
“
使
わ
せ
な
い
”
改
悪
は
た
だ
ち
に
や
め
る
べ
き
で
す
。 

 

改
悪
法
案
に
は
、
従
来
の
介
護
保
険
制
度
の
根
幹
を
覆
す
重
大
な
内
容
が
い
く
つ
も
列
挙
さ
れ
、
そ
の

一
つ
が
、
一
定
の
所
得
の
あ
る
高
齢
者
の
負
担
を
１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
も
の
で
、
６５
歳

以
上
の
５
人
に
１
人
が
対
象
に
な
る
と
い
わ
れ
、
今
回
の
負
担
増
が
「
原
則
２
割
」
の
突
破
口
に
さ
れ
る

危
険
が
あ
り
、「
要
支
援
１
、
２
」
の
高
齢
者
約
１
５
０
万
人
を
国
基
準
の
介
護
保
険
給
付
の
対
象
か
ら

除
外
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
制
度
の
存
立
に
か
か
わ
る
大
問
題
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

支
え
を
切
実
に
求
め
て
い
る
高
齢
者
・
家
族
へ
の
支
援
を
容
赦
な
く
カ
ッ
ト
す
る
安

倍
内
閣
の
姿
勢
は
異
常
で
あ
り
、
国
民
に
「
自
己
責
任
」
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
介

護
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障
の
再
生
・
充
実
を
す
す
め
る
こ
と
こ
そ
必
要
で
す
。 

 

 国道１２０号の椎坂峠の区間が、トンネル開通にとも

ない、９月定例市議会で市道路線に認定されました。 

 市道路線となるのは、白沢町生枝から利根町園原の峠

の区間で、６,１１０㍍（利根町側が３,３８７㍍白沢町側

が２,７２３㍍）です。 

 椎坂バイパス（トンネル）が開通したら、冬期間は安

全上の問題などから椎坂峠の区間は通行止めにすること

を検討しています。 

 椎坂バイパスの開通式典には、２００万円が補正予算

で計上され、大沢知事も出席して記念式典が行われる予

定です。 

 ９月定例市議会の最終日に「川田小学校東校舎耐震補

強及び大規模改造工事請負契 

約の変更が提案され、６百３ 

万７千５００円が追加される 

ことになりました。 

 屋上の防水工事と外壁の工 

事が追加されるためです。 

 沼田民主商工会（林正男会長）から９月定例市議会に提出された、国に

対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める請願書は、議会運

営委員会で９月１０日に審議され、賛成少数で否決され、議会最終日の９

月２４日の本会議でも賛成少数で否決されました。 

 大東議員は本会議での討論で「震災復興のための 

法人税の上乗せを１年前倒しで廃止し、法人税の引 

き下げなど、消費税の増税分が法人税の減税で消え 

てしまう」と指摘し、請願に賛成し国に消費税増税 

中止を求める意見書を提出するよう求め、請願に賛 

成討論をおこないました。 

 群馬県新聞販売組合（金子美次理事長 前橋市）から提出された、「新

聞への消費税軽減税率適用を求める請願」は、賛成多数で採択されました。 

 請願は、消費税増税に伴い新聞への消費税軽減税率適用を求める意見書

を国に提出してほしいというもで、大東議員は、「新聞各社が消費税増税

の旗振り役を務めておきながら、新聞には消費税軽減税率の適用を求める

のは、国民の目から見ればきわめて不自然なもの」と指摘し、反対討論を

おこないました。 


